
低所得者（ひとり親世帯分）への
生活支援特別給付金について

　新型コロナウイルスの影響が長期化する中で、低所得者(ひとり
親世帯)に対し、その実情を踏まえた生活支援を行う観点から、子
育て世帯生活支援特別給付金を支給することとなりました。
●支給対象者

◦令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けている方（全額支
給の方のみ対象）

◦公的年金等を受けていることにより児童扶養手当の支給を受け
ていない方

◦新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、直近
の収入が、児童扶養手当の対象水準に下がった方

●支 給 額　児童１人当たり一律５万円
●申請受付日　令和３年５月19日から令和４年２月28日まで
　対象の方には５月11日支給分児童扶養手当に併せて支給してお
りますが、上記の用件を満たす方で支給を受けられていない方は住
民福祉課までご相談ください。

問	住民福祉課福祉係　☎６２−２９１１

問 ☎６２−０１１０
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高森自然検定
高森
高校
発信
！

　高森高校の有働栞里さんが授業の一環で作成した高森町のご
当地検定。高森町の文化や歴史、名所をテーマとした問題です。
挑戦してみよう♪

１
	草部南部地区にある「白水路」。ある人物の尽力により完
成することが出来ましたが、その人物はだれ？

	 ❶高森伊予守惟直（高森城主）	  
	 ❷後藤廣太	  
	 ❸江藤明徳

２
	色見地区山鳥の「御館女（おたっちょ）の森」は大きな
２本の木が特徴的ですが、その木とは次のうちどれ？

	 ❶金木犀（キンモクセイ）	  
	 ❷杉　	  
	 ❸タブ

＊答えはＰ.７に掲載しています。

人
じん

　権
けん

～互いの人権を尊重し、支え合いながら人にやさしいまちの実現をめざして～
【不安を差別につなげていませんか？】

　2020年から新型コロナウ
イルス感染症が流行し、全国
で感染者とその家族に限ら
ず、医療従事者やエッセンシ
ャルワーカー、そして、その
家族にまでも差別や偏見の目
が向けられる事案が発生して
います。
～感染者とその家族に思いやりを～
　感染者や濃厚接触者を過剰に避けたり非難したりする差別や偏見が
生まれています。中にはプライバシーなどの人権を侵害しかねない事
例も見られます。どんなに気を付けても誰でも感染する可能性があり
ます。相手の立場に立って感染者とその家族に思いやりを持って接し
ましょう。
～医療従事者やエッセンシャルワーカーとその家族への差別や偏見～
　医療従事者やその家族に対して、行事への参加拒否など様々な問題
のある事例が全国で起こっています。また、社会生活の維持に欠かせ
ない業務に携わる人々への差別の事例も多く発生しています。コロナ

禍の中、治療や私たちを支えていただいている方々に感謝の気持ちを
持って接しましょう。
～思い込み、過剰な反応による差別や偏見～
　特定の症状というだけで感染を決めつけてしまったり、感染者と同
じ学校や職場、同じ地域の居住者というだけで差別・偏見の対象とな
ることがあります。思い込みを避けて正しい情報を確認し、過剰な反
応は控え、冷静に行動するようにしましょう。

問	高森町教育委員会　社会教育係　☎６２－０２２７

今、みんなが不安に包まれやすくなっています。そんな時だから
こそ、自分の言葉や行動が差別や偏見につながっていないか、「誰
か」のことではなく、「自分のこと」として考えてみることが大
切です。正しい知識と情報をもとに行動しましょう。それが、新
型コロナウイルス感染症から、自分を、家族を、みんなを守るこ
とにつながります。

（法務省・全国人権擁護委員連合会発行　冊子から）

令和３年６月７日発行 742号 （4）


